
導入予定日： 2014.10.19～

1店舗あたりの

予測設置台数：

推奨設置台数：

着席動機：パチンコ機の稼働推移はいったん忘れるべき。

日付 機種名 販売予測台数 G value：上乗せ特化ゾーン次第の割には若干重めのC単価

10/5 大海物語with T-ARA 10,000台 遊技者リスク：最低保証Ｇ数から少々リスキー

戦慄のストラタス 8,000台

三国志 5,000台

シンデレラブレイド２ 20,000台

バーストエンジェル 5,000台

新奇性：チャンス役のゲーム数管理

10/19 カウボーイビバップ 20,000台

スーパービンゴネオ 20,000台  　総合評価　　　　　　　　　初週 予測 OUT
サラリーマン金太郎 30,000台 　　　　　　　　　　　　　　　20685/SIS

　機種名： カウボーイビバップ （平和／オリンピア）

4台程度

状況的に導入

深夜アニメ－サンライズ製作－パチンコ・パチスロ化の
王道版権。先だって同社パチンコ機にてリリースされた
ばかりなので業界認知としては高目も、そのパチンコ機
の稼働状況から色眼鏡で見られそうではあるのだが、本
来の当版権認知層からはパチスロ向きだけに、いったん
色眼鏡は外したい。さらに、回胴冬の時代突入前夜と
なっては、下取り等の価格面を踏まえ、非導入の論拠は
消え去る

最大の特徴は「チャンス役（チェ、スイカ）をゲーム数管
理」したことで、６４Ｇ以内に1度はザワつける仕様。その
他のフローに関しては概ね上乗せ特化ゾーンの‘ヒキ’次
第であり、演出差程度でさほど既設置機との差異は無
い。

設置リスク：10月期の販売目標総数の中ではリスクはあるも
のの、状況が状況だけに…

ゲームフロー：「‘仲間ＲＵＳH’が自己選択では無い」にも関わ
らず‘2択’を含む点は憂慮

離反要因：「チャンス役のＧ数管理」で、逆に、非当選ループ
を何度も味わった時にどうか？

「どんなに素晴らしい製品でも、遊技者が着席動機、遊技動機を持たなければ動かない」という考えの下、「人間はあらゆるバイアスの元に思考・

行動を決定する」という仮説を立て‘バイアス’を表出させ数値化。経験則や外部要因に左右されない客観的な遊技機評価指標の作成を目的とし、

諏訪理科大学統計学講師の桜井先生、㈲ノブ・石川氏を中心にプロジェクト化しました。 ※遊技機解析「Analyze」は会員限定の遊技機情報です。

Ｃ単価(高)Ｃ単価(低)

認知度(高)

認知度(低)

0
5
10
15

着席動

機

設置リス

ク

Ｇ value

遊技者

リスク

平均

カウボーイ

Presented by PSKAI総研　遊技機研究会 2014/9/2


